










幼若乳児にみられるビタミンK欠乏性出血症については,厚生省心身障害研究「幼若乳児に

みられるビタミン K欠乏性出血素因に関する研究(分担研究者・中山健太郎)」により昭和

55 年度より同 57 年に至る 3年間に研究が行われた。その結果本症の大部分は,母乳栄養児

に発生しており，推定で年間400 例が発生していることと，全く健康と見られる1ヵ月乳

児においても,ヘパプラスチンテストを指標にして,潜在的ビタミン K欠乏の状態にある例

が少数ながら存在することが確められた。このような潜在的ビタミン K欠乏状態に対して

，ビタミン Kを広く投与し,もってビタミン K欠乏性出血症の発生を予防することが考えら

れた。 

しかしながら,実際にビタミン Kをどのようにして,広く幼若乳児に投与すべきかについて

は充分な結果が得られなかりた。又，本症の本態についても，ビタミンK依存性凝固因子

に関連して解決すべき点が残された。 

本研究班は,昭和 58 年度より,本症の本態解明と,その予防法について,中山班にひきつづ

き研究を開始した。 


